
 

 

 

平成 22 年 12 月 7 日 

各   位 
会 社 名 株式会社クレディセゾン 

 代 表 者 名 代表取締役社長 林野 宏 

 （コード番号 8253 東証第一部） 

問 合 せ 先 広 報 室 長  大 阿 久 学 

   （TEL． 03-3982-0700） 

 
当社子会社（JPN ホールディングス株式会社）の業績予想及び配当予想の修正に関するお知らせ 

 
当社の連結子会社である JPN ホールディングス株式会社が、平成 22 年 3 月 12 日に公表した平成 23 年

1 月期（平成 22 年 2 月 1 日～平成 23 年 1 月 31 日）の通期連結業績予想及び期末配当予想を、添付資料

の通り修正いたしましたのでお知らせいたします。 
尚、これによる当社の平成 23 年 3 月期個別決算及び連結決算に及ぼす影響は軽微であります。 
 
（添付） 
・JPN ホールディングス株式会社の開示資料 

 
以 上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

平成 22 年 12 月 7 日 

各   位 

会 社 名 JPN ﾎｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞｽ株 式 会 社 

代 表 者 名 代表取締役社長 蓮 田 輝 孝 

（ＪＡＳＤＡＱ・コード８７１８） 

問 合 せ 先 取 締 役 米 倉 義 明 

              電 話 番 号  ( 0 3 ) 5 9 9 2 - 1 1 8 6 (代 表 ) 

Ｕ Ｒ Ｌ  http://www.jpn-gr.co.jp 

 

 
業績予想及び配当予想の修正に関するお知らせ 

 

最近の業績動向等を踏まえ、平成 22 年 3 月 12 日の決算発表時に公表いたしました平成 23 年 1 月期の

業績予想及び配当予想について下記のとおり修正いたしましたのでお知らせいたします。 
 
 
１． 業績予想の修正について 

 
（１）平成 23 年 1 月期通期連結業績予想数値の修正（平成 22 年 2 月１日～平成 23 年１月 31 日） 

（単位：百万円） 
 

売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 
1 株当たり 
当期純利益 

前回発表予想 （A） 7,400 400 400 200 40 円 52 銭 

今回修正予想 （B）  7,200 180 190 90 18 円 23 銭 

増 減 額 （B－A） △200 △220 △210 △110  

増 減 率  △2.7% △55.0% △52.5% △55.0%  

（ご参考）前期実績 

（平成 22 年 1 月期） 

6,682 664 671 317 64 円 35 銭 

 
（２）修正理由 

通期の連結業績につきましては、第 3 四半期連結累計期間の実績を踏まえて修正いたしました。当

社は現在、当社グループを取り巻く厳しい経営環境に対応すべく、サービサー事業を中心にグループ

の事業基盤の再構築に取り組んでおりますが、6 月に完全施行されました貸金業法にともなう取引先か

らの影響が想定以上に厳しく売上高の減少が予想されます。 
一方、当社グループの最重要課題である「コンプライアンス態勢の強化」を図るためのシステム開

発費の計画外の増加、及び今後事業規模拡大に向けた新規事業への先行投資による営業経費の増加を

見込んでおります。これらの結果、売上高、営業利益、経常利益、当期純利益をいずれも下方修正し

ております。 



当社グループを取り巻く環境は、今後も厳しいものと考えられますが、引き続き「コンプライアン

ス態勢の強化」の推進に努める一方、抜本的なコスト削減と効率的かつ高品質な顧客サービスを提供

する体制を構築してまいります。また、成長分野への新規事業への取り組みを図ることで、安定的で

持続的な経営規模の拡大を目指し、グループ全体の収益基盤の強化を行ってまいります。 
 

２． 期末配当予想の修正について 

 
（１）修正内容 
 

年間配当金 

 第１四半期末 第２四半期末 第 3 四半期末 期  末 年  間 

前回発表予想 

（平成 22 年 3 月 12 日発表） 

―   0 円 00 銭 ― 20 円 00 銭 20 円 00 銭 

今回修正予想 ― ― ― 5 円 00 銭 5 円 00 銭 

当期実績 ― 0 円 00 銭 ―       

（ご参考）前期実績 

（平成 22 年 1 月期） 

― 0 円 00 銭 ― 20円00銭 20 円 00 銭 

 

 

 
（２）修正理由 

当社は、株主の皆様への利益還元を経営の重要課題の一つと認識し、将来の事業展開と経営体質の

ために必要な内部留保を確保するとともに、安定的な配当の継続を業績に応じて行うことを基本方針

としております。  
しかしながら、当期の期末配当予想につきましては、経営環境の先行きが依然不透明であり、前回

業績予想を下方修正することを踏まえ、誠に遺憾ながら期末予想配当金を 20 円から 5 円に修正させて

いただきます。 
当社といたしましては、引き続き株主価値の向上に努め、業績回復による早期の増配を目指してま

いります。 
 
（注）上記の業績予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づいて作成したもので 
   あり、実際の業績は今後の様々な要因によって予想数値と異なる可能性があります。 
 
 

以上 




